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RDFデータ

RDFトリプル :

主語，述語，目的語の三つ組．

RDFデータ :

RDFトリプルの集合，グラフ構造をなす．

SPARQLクエリ :

RDFデータに対する検索のための

形式化された質問．構文はSQLに類似する．

SPARQLクエリの処理

提案手法 実験

複数のRDFデータベースを用いた評価実験

LUBMデータに対する10個のクエリの処理時間を計測

結果 :

高速化の効果が出たクエリと

出なかったクエリの両方が

存在

利用したRDFデータベースに

よっても高速化の程度が変化

RDFデータの検索 :

クエリに含まれる変数(?X, ?Yなど)に

あてはまる主語，述語，目的語の組み合わせを

すべて見つけること．

検索時にはクエリ内の変数にあてはまるリソースの

組み合わせの探索が必要．

探索にかかる時間の上界は

クエリに含まれる変数の

個数の増加に伴って

指数関数的に増加する．

検索時間の削減のための

工夫が必要．

提案手法の適用対象 :

DISTINCTキーワードを用いる(検索結果から

重複を排除する)クエリ

クエリに含まれる変数の依存関係を破壊しないよう

複数の小クエリに分割

各小クエリの検索結果を

SPARQLの集約関数で

集計し，もとのクエリの

結果を求める．

もとのクエリの変数の個数

n, 最大の小クエリの変数の

個数n', 定数aによって

計算量の上界は

O(an) → O(an' ) に改善される．

今後の課題

藤原浩司, 兼岩憲. "大規模RDFグラフのための効率的なクエリ解決". 
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FROSTの実験結果

既存手法 提案手法

・高速化の効果が見込めるクエリとそうでないクエリ

の分類

・RDFデータについての統計情報を蓄積するデータ

構造の設計


